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「2023年第 17回中部NGO-JICA中部地域協議会」議事録 

 

（以下、敬称略） 

 

酒 本： 皆さん、こんばんは。JICA中部、市民参加協力課課長の酒本です。 

定刻となりましたので、2022 年度の第 17 回中部 NGO－JICA 中部地域協議会

を始めさせていただきます。昨年はオンライン実施でしたが、今年度はオンライン

と対面を組み合わせたハイブリッド開催となっています。画面共有をさせていた

だいていますが、あらかじめ幾つかお願いしたいことがあります。 

まず、会場参加の方は会場のマイクで発言いただきますようお願いします。オン

ライン参加の方は、発言する時以外はマイクをオフにしていただきますようお願

いします。カメラは、可能でしたらオンにして参加していただけると助かります。

ただし、通信事情や接続に問題がある場合はオフでも構いません。 

2点目ですが、所属団体、氏名の表示統一にご協力をお願いします。 

3点目として、Zoom記録用に録音・録画しています。その点、あらかじめご了

承お願いします。 

最後に、ご質問、ご意見がある方は、チャットへの記載ではなく、マイクをオン

にして直接ご発言いただければと思います。 

また、その次にご発言されたい場合には挙手ボタンを押してください。皆さんの

ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

それでは、議事次第に従って進めさせていただきます。 

最初に、議題Ⅰの開会のごあいさつを名古屋NGOセンターの中島代表理事に頂

きたいと思います。中島さま、お願いいたします。 

中 島： 皆さん、こんばんは。先ほど、酒本課長からもありましたように、今回対面とオ

ンラインのハイブリッドになっています。 

この協議会は、中部地域の NGOと JICA中部がさまざまな違いや課題を乗り越

えて、地域における国際協力と多文化の共生社会の推進を目指す共通の基盤を整

えることを目的としています。地域協議会を今は関西でも行われていますけれど

も、全国に先駆けて 2012年から年 2回または 1回開催されて、今回で 17回目と

なります。 

準備段階から、NGO側と JICA中部側のコーディネーターと打ち合わせをして、

準備を進めてきました。 

今回特にご報告におきましては、草の根技術協力の支援型を活用した Bridges in 

Public Health、BiPHの東ティモールにおける保健実践教育活動もお聞きします。 

また、特に協議会では人材育成をテーマに NGO の国際協力における問題意識、

また、多文化共生における問題意識を共有し、JICA 中部の皆さん、NGO 側の皆

さんと議論を深めたいと思いますので、皆さんの積極的な参加をお願いいたしま

す。 
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以上です。 

酒 本： 中島さま、どうもありがとうございました。 

NGOコーディネーターの方々をご紹介させていただきます。まず、名古屋NGO

センター代表理事、アジア保健研修所フェローでもあります中島隆宏さん。名古屋

NGOセンター代表理事、ペシャワール会名古屋の八木巌さん。名古屋NGOセン

ター理事、特活ホープ・インターナショナルの松浦史典さん。名古屋 YWCAで日

本語教師養成、外国人子ども支援・外国人家族支援を行われている和田貴子さんで

す。 

なお、本来、参加者の皆さんの自己紹介の時間を設けるべきところですが、ハイ

ブリッド開催かつ今回は報告事項、協議事項とも議題が多いため、割愛させていた

だきます。参加者リストは事前に共有している資料に記載のとおりですので、ご確

認ください。 

続きまして、議題Ⅱの報告事項です。最初に国際協力カレッジ 2022 について、

名古屋 NGOセンターの村山さまよりご報告いただきます。村山さま、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

村 山： こんばんは。名古屋 NGOセンター職員の村山と申します。 

国際協力カレッジの報告を私からさせていただきます。事前に共有していただ

いている資料は 2 種類となります。カレッジのチラシと報告書です。報告書を基

にご報告させていただきます。 

まず、国際協力カレッジは、中部地域において国際的な課題に関心を持つ若年層

を中心とする人々が国際協力の現場で働く人の声に触れ、考え、共に動き始める場

として 2006年より開催しており、今年で 17回目を迎えています。 

今年度は、12月 10日土曜日の午後に完全オンラインにより実施しました。参加

者は 60名でした。 

今年の 1時間目のゲストは、JICA中部の桝田さん、それから SHANTI SHANTI 

COFFEE FARMの池島さん、さらに外国人ヘルプライン東海の後藤さんの 3名の

ゲストを迎えて進めました。 

JICA 側のゲストが久しぶりに青年海外協力隊出身の桝田さんということもあ

り、参加者の皆さんは青年海外協力隊でかつ JICAの職員というキャリアに関心を

持つ方が多かったようです。 

また、外国人支援ということのご関心もあったようで、プログラムの終わりにフ

リータイムで後藤さんのお部屋にご参加された参加者の方も多くいらっしゃいま

した。 

また、2時間目につきましては、参加 8団体を迎えて活動報告をしていただきま

した。アイキャンさん、ル・スリール・ジャポンさん、それからホープ・インター

ナショナル開発機構さん、イカオ・アコさん、セイブ・イラクチルドレン・名古屋

さん、キャンヘルプタイランドさん、そして私ども名古屋NGOセンターに加えて

今年度はキャリア teens という名城大学付属高校国際クラスの皆さんに参加をし
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ていただきました。 

実は、キャンヘルプタイランドさんとキャリア teensさんが、昨年のカレッジを

きっかけに協働を開始したということで、当初チラシには掲載していなかったの

ですけれども、急きょキャリア teens さんの皆さんに登場していただくことがで

きました。高校生のグループに活動を紹介していただいたのは、今年のカレッジが

初めてだったのではないかと記憶しています。 

 そして、2時間目が終わりましたら全体会でそれぞれの感想を共有していただき

まして進めたのですけれども、参加者の皆さんから非常に良い感想を頂きまして

「東海地域のゲストの皆さん、それから団体の皆さんの活動を知り、世界で起こっ

ているさまざまな課題に取り組んでいることを知ることができた」「自分たちがや

っている活動とどうつながっているか考えることができた」「さまざまな視点があ

って勉強になったので、今後の活動につなげていきたい」「キャリア teensの皆さ

んの話を聞いて懐かしい気持ちになった」「国際協力の分野はどんどん若い人が減

っているので、うれしく感じた」「ぜひ現地に行ってみてほしい」などというご感

想を頂くことができました。 

終了後のアンケートを少しご紹介したいと思うのですけれども「1時間目の講義、

また 2時間目の活動紹介について、いかがでしたか」という問いについて「とても

良かった」「良かった」と回答してくださった方々ばかりでして、非常に高い満足

度を頂くことができました。 

中でも「興味を持った団体があったので、早速 SNSをフォローしました」とい

うご感想を頂きまして、また、団体のアンケートからは「カレッジ修了後にボラン

ティアに来てくださった参加者の方が早速いらっしゃいました」と報告を頂きま

したので、聞くだけではない行動に移すことのできるカレッジになったと思って

います。 

また、参加団体の皆さんにもアンケートを取らせていただきまして「活動の内容

はいかがでしたか」とご質問したところ「とても良かった」「良かった」というご

感想を頂きました。 

昨年度に実施した時よりも感想がすごく良かったものですから、その理由は何

かなと考えたところ、スタッフの皆さんが現地を訪問して子どもたちの様子を伝

えたり、コロナ禍の中で 3 年目にプロジェクトの進捗を伝えることができたとい

うのが大きかったのではないかと感じています。 

また、キャリア teens の皆さんの高校生による報告が参加者および参加団体の

刺激となって、評価が高かったのではないかと感じています。 

最後に、簡単に参加者層のご紹介をしておきたいと思います。参加者の皆さんに、

まず「この国際協力カレッジへの参加経験はいかがでしたか」とお尋ねしたところ

「初めて参加した」という方が 90％でした。これは、例年も同様の傾向にありま

して、国際協力に関心があるけれどもなかなか 1 歩が踏み出せない人たちを後押

しするカレッジとしては、国際協力の裾野を広げるという大きな役割を担ってい
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るのではないかと、このデータから読み取れます。 

「差し支えなければ年代をお聞かせください」という質問に対して、10 代、20

代が半分以上いらっしゃいました。若い人たちが多いのがこのカレッジの特徴な

のですけれども、昨年に比べてオンラインに慣れてきた中高年の参加も多くあっ

たと思います。 

それから「住んでいらっしゃる地域はどこですか」というご質問を伺ったところ、

オンラインということもあって関西、関東など、遠方からの参加者も目立ちまして、

中には北海道や沖縄からのお申し込みも頂いたのですけれども、愛知県、岐阜県、

三重県、静岡県、この中部地域の 4 県を合わせると 77％だったという結果が得ら

れています。 

また「何の媒体でこのカレッジを知りましたか」ということで、これは例年そう

なのですけれども、実は直接チラシを手に取って参加してくださったという方が

多かったです。今年も変わらず多かったです。そして、学校の先生から勧められて

参加しましたという方たちが多くて、若い方たちは顔見知りのよく知っている先

生たちから聞いて、それであれば参加してみようと決められたという特徴がある

と思いました。 

全体を通じてなのですけれども、カレッジの参加者層は他のイベントの参加者

と比べても非常にモチベーションが高い方が集まりやすいといわれていますので、

今後も学びと行動に結び付けられるような場としての継続が望まれていると感じ

ます。 

その他、次年度に向けた提案も報告書に記載していますので、ぜひご覧いただけ

ればと思います。 

以上、簡単ですがカレッジの報告とさせていただきます。 

酒 本： 村山さま、ありがとうございました。何か質問がある方はいますでしょうか。 

次に、名古屋NGOセンターの松浦さまより、NGOを取り巻く環境、Nたまを

含む人材育成の状況について、ご報告をお願いします。松浦さま、よろしくお願い

します。 

松 浦： 私は主に N たまについてお話しさせていただきます。皆さん、N たまというの

はほとんどの方がご存じだと思いますが、NGOを育てるコミュニティカレッジな

のですけれども、NGOのたまごの略でNたまと言われています。研修プログラム

は大体 8月ぐらいからスタートでちょうど 19期生が先週末に終わりました。です

ので、半年ぐらいのプログラムです。座学もあり、フィールドワークも含めてNGO

について学ぶプログラムです。私も 9期生で 2011年にこのプログラムを修了して

います。 

本当にいろいろな方が参加されて、学生から企業の方、企業を辞めた方、本当に

いろいろな参加者がいることが特徴だと思います。 

立ち上げた経緯、その時の課題としましては、21年前、2002年に立ち上げた当

初は、この 2つで「NGOで働きたいけど知識や技術がない」。また、「人手は欲し
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いが思うような人材がいない」といった、こういった課題があったと聞いています。 

こちらが N たまの実績ということで、先ほどお伝えしたように先週 19 期生が

終わりました。コロナでできなかった時もあり、19 期生が終わっています。修了

生のうち大体半分ぐらいが NGO、NPOのスタッフになっています。 

最近の傾向としましては、ソーシャルビジネスや SDGs ということで、企業の

CSRや SDGs の推進部などそういったところに携わる人材も送れていることが特

徴かと思っています。 

もう一つ、財源ということで数年前は外務省の補助金を使ってこの事業を行っ

ていましたが、こちらが打ち切りになったことで寄付や参加費収入でやっており

ましたが、なかなか寄付が集まらないということで、去年マンスリー寄付獲得のた

めのクラウドファンディングを 11月から 12月にかけて開催しました。目標が 100

名ということで無事 104 名にマンスリーサポーターになっていただいて、目標達

成できたということでここでは 1 番下にあるように私や中島理事も含めて、あと

は修了生や関係者がチームになって目標を達成できました。 

サポーターの人もやはり、関係者がすごく多いです。修了生以外にも受入団体で

あったりとか。そこであったのは、やはり N たまのプログラムに支えられて、欲

しい人材、いい人材がスタッフとして雇えているという、そういった話もあったの

で、このクラウドファンディングをやったことによって、Nたまの実績といいます

か成果を示す結果になったと思っています。 

以上になります。 

酒 本： 松浦さま、ありがとうございました。ご質問のある方がおられましたらよろしく

お願いします。 

それでは、次に Bridges in Public Healthの石本さまより事業紹介をしていただ

きます。石本さま、よろしくお願いします。 

石 本： 私は一般社団法人 Bridges in Public Healthの石本と申します。よろしくお願い

いたします。 

今日はこの場で私どもの事業紹介をさせていただけるということで、まだまだ

小さな団体ではありますが、いろいろな方々のお力を頂いて何とかやってこられ

ているというところをご紹介したいと思います。 

うちの団体のミッションですが、「知と場と人をつないで目指す「みんなの健康」」

ということをミッションに、みんなの健康に向かって働く人を応援するというこ

とをミッションにしていまして、主に知づくり調査研究・場づくり地域活動・人づ

くり人材育成の 3つを活動方針としてやっています。 

その時々によって微妙に活動内容が変わってくることもありますが、最近の主

な活動としては、隔月に 1回「てらこや」という勉強会を実施しています。 

2番目にデビッド・ワーナーという地域開発の重鎮の方が出されている本の日本

語版をいろいろなボランティアさんの方々の協力を得て最近出版いたしました。

それは、今販売中です。 
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そして、3点目に講師派遣ということで、国際保健や国内に住む海外にルーツを

持つ方々の健康を支援するといった活動や、あとは障害と開発、医療ボランティア、

国際協力などの分野についての講師派遣を行っています。 

そして、今日の話のメインになります、東ティモールにおける住民ニーズに基づ

く保健実践のための教育強化プロジェクトにも携わっています。JICA東ティモー

ル事務所さまにお力添えいただきまして、このプロジェクトの紹介ビデオが最近

放送されましたのでお時間のある時にご覧ください。 

勉強会に関してですが、主なトピックとしては国際保健に関すること、そして共

生社会における健康問題、特に海外ルーツの人びと、障害のある人びとに関するこ

と、そしてうちのプロジェクトに関する進捗報告などをしています。次回は 3 月

24日金曜日オンラインですので、お時間のある方はぜひご参加ください。 

こちらが先ほども申しましたデビッド・ワーナーという人が書いた 1982年に初

版が出版され、古い本ではあるのですが内容は今でも新鮮な地域健康のための地

域づくりに関する本です。今まで日本語版が出版されていなかったのですが、今回

アジア保健研修所さまと共同で翻訳をすることができまして、それを出版するこ

とになりました。 

ここからが今日の事業紹介のメインになります。JICA草の根技術協力事業支援

型に応募しまして、東ティモール民主共和国「パーツ大学と住民ニーズに基づく保

健実践のための教育強化プロジェクト」というものを進めています。実施期間は

2020年 9月から今年の 8月までの 3年間になっています。 

お気付きになった方もいらっしゃるかと思いますが、コロナの真っ最中に始ま

ってコロナ禍がようやく一段落する頃に終わってしまうというコロナに振り回さ

れた事業です。 

東ティモールというのは、インドネシアのいろいろな諸島の一番端にある小さ

な国で岩手県ぐらいの面積と人口が 1 つの国になったというイメージを持ってい

ただけるといいと思います。 

ヨーロッパのいろいろな国やあるいはインドネシアの支配を長年受け続けてき

た中で、2002 年にようやく主権回復をしました。ただ、その時の混乱が教育にも

影響を及ぼしていて、その問題が今でも続いているという状況です。その 1 つと

して、資料に書いていますように、公用語、実用語もすごくたくさんあります。こ

ういった状況で教育も進めていかざるを得ないということで、教育水準というと

ころに苦労しています。 

こういった国で、私どもがプロジェクト立ち上げることになった背景はただ一

つ、人々の健康のために働く人を応援したいということです。特に、私どもは保健

データに注目して支援をすることにしました。 

大切なことは、みんなの健康の第一歩であるということで、保健データというも

のを大切にすることです。それの意味は、人の生命と健康を大切にすることです。

誰が取り残されているのか分からなければ、誰も取り残さないための取り組みは
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できない。そのために、まずは数字で示せることをきちんと捉えるというのが私た

ちの想いです。これは、健康の社会的決定要因や SDGs の目標にも合致している

ことでもあります。 

健康のために働く人々を応援するという中で、保健データに着目して実際に現

場で保健データを扱っている場所というのは村や保健センターにあります。最初、

私どもも保健センターの職員さんに対して支援をするという形を考えたのですが、

実際に事前調査に行きますと保健センターの職員さんに支援をしてもそれがどこ

まで広がるか、あるいは定着するか、甚だ疑問な状態でした。 

そういった保健センターの職員さんのキャパシティ問題があります。それと同

じぐらい問題になったのは、私どもの団体のほうの事情ということで、常駐の事務

所がないということもあって、保健データを現在扱っている現役の職員さんでは

なくて、保健データを取る大切さを教える大学教育、つまり大学教育のレベルに介

入にしていこうと考えました。 

そのポジティブな意味としては、介入効果の広がりがあるということで、大学教

員に教えることで卒業生に対してその後就職する就職先で保健データの大切さの

意味を知る卒業生が増えていくのではないかということになって、大学の教育に

支援をするということを行いました。 

これは、実際に支援をしているパーツ大学です。この中の公衆衛生学部というと

ころに介入をしています。公衆衛生学部の特徴は、おおよそ 8 週間地域に学生た

ちが泊まり込んで活動するといった特色があります。 

これが地域実習の流れと内容なのですが、学生がそれぞれグループに分かれて 8

週間住み込むということです。住み込んで何をするかというと、全戸調査をして、

それぞれ家の主に世帯主の方を中心に健康や生活に関する聞き取り調査をします。 

その聞き取り調査した結果をもって、その村の健康課題を抽出して、それに対し

て学生が 4 週間でできることを介入する。そして、その結果をもう一度再評価し

て、最終的には「自分たちがつかんだその村の健康状況はこうです」「それに対し

て自分たちはこれが問題だと思ったので介入しました」「その結果はこうでした」

という流れで村で発表会をするといった実習を学生たちはやっていました。 

これは、日本の公衆衛生教育ではなかなかできないような実習というのをやっ

ていました。 

こういった地域実習を中心とした学外実習のところで、私たちは支援していこ

うと思ったのですが、先ほど申しましたとおりコロナ禍の影響をもろに受けまし

て、最初に立てたプロジェクトの活動が開始当初からすぐに大幅な修正を余儀な

くされたという状況でした。 

ここに今お見せしているのは、プロジェクト契約時の活動内容だったのですが、

このうちの赤字で書かれた部分は、全くやることがなかったといいますか、そもそ

も日本研修はプロジェクト開始直後に行う予定になっていたのですが、これが実

際に実施できたのは去年の 10月でプロジェクトの後半になってからやっと実施で
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きた状況でしたし、他のところに関してもこちらが渡航できず、あるいは現地での

ロックダウンで動いていない間に、大学のほうがどんどん先に進んで行っていた

ということで、プロジェクトの構成自体もだいぶ修正しなければいけなくなりま

した。その間、私たちは何をやっていたかと言いますと、行ける時に渡航してそし

て現状把握、そして活動の見直しをするということを繰り返しました。 

結局、実際にプロジェクトが進んだのは、だいぶ遅くなってからではあったので

すが、その助走期間が実はすごく意義深かったことも多かったです。1つは、地域

実習の何がすごく意義があるのか、何が問題なのかという課題をメリットとデメ

リットというところをより具体的に分析できたということもありました。 

一番良かったのは、実習データ、学生たちが得るデータというのが、すごく価値

があるものだということです。ただ、その反面、価値のあるものではあるのだけれ

ども、それが実際に使われるためには、そのエビデンスに基づく解明につながるよ

うなデータの整え方にはなっていないということで、具体的に学生たちが分析に

使えるような使いやすいデータに整えるということを今回のプロジェクトの柱に

据えました。 

これは現地の授業の様子です。よく停電が起きたり、あと学生の人数の割には設

備がすごく少ないということもあって、その中で学生も教員も一生懸命授業に取

り組んでいるという様子が見られました。 

こちらは、実際にデータを扱うデータマネジメントの授業をやっている様子な

のですが、学部が持っているパソコンが 10 台しかありません。その 10 台のパソ

コンを 400 人の学生が使っているといった状態で、個人のラップトップを持ち込

んでいる学生もいるのですけれども、そういう状況なのでセキュリティーの問題

もあります。 

では、どれぐらい学生がデータに関して、あるいは健康指標の知識をどれぐらい

持っているかということを調べてみたのですが、なかなかやはり ITですとか、統

計ソフト、あるいはいわゆるエクセルといったものを使い方といったレベルでも

難しい学生も中にはいたということで、学外実習で得たデータを活かすだけの知

識とスキルが学生、そして実は教員にも不足していたということが分かりました。 

こういった中で、活動方針を当初は授業で学外実習のいわゆる授業ガイドライ

ンのようなものを整備していくということを目的、目標にしていたのですが、もう

少し具体的にデータマネジメントのスキルアップを支援するということに活動を

焦点化させていきました。 

去年の 10 月の活動後半になってからですが、活動の方針を少し変更しました。

当初に比べてより具体的な内容になったと思います。 

こちらがやっと実施できた、去年の 10月になりますが日本研修の内容です。パ

ーツ大学の先生たち 3 人を呼んで日本でデータマネジメントの研修や、あるいは

保健教育、保健師教育、公衆衛生教育などについても授業を行いました。 

研修終了後は、研修員の先生たちが大学に戻って他の先生たちや学生に伝達講
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習をしました。来月後半から学外実習が始まりますので、その時に使えるような調

査項目を今作業中です。そして、もう一度他の先生を呼び、4月の下旬に日本研修

を再度実施して 10月で研修した内容をさらに強化していこうと思っています。 

すごく簡単ではありますが、JICAの草の根事業の流れをお話しさせていただき

ました。ありがとうございました。 

酒 本： 石本さま、ありがとうございました。何かご質問がある方はお知らせください。 

中 島： 中島です。パーツ大学の教員強化をデータマネジメントのところなのですが、そ

の学生さんが卒業してデータマネージメントで貢献するのは、保健省の行政の中

央政府なのか、州レベルや郡のレベルなのか、または先ほど保健センターとおっし

ゃられましたけれども、保健センターなのか。どこで一番、データマネジメントが

求められているのでしょうか。 

石 本： 質問をありがとうございます。公衆衛生学部の卒業生は、実は中央省庁レベル、

保健省レベルからあるいは本当に地域に根差した NGO レベルまで幅広く卒業生

がおりまして、実際にこの公衆衛生学部の同窓会などが行われるのですが、その時

は特に上から下までというのでしょうか、すごく幅広い卒業生が集まっています。 

ここ何年かで卒業している学生に関しては、ポストが空かないということもあ

りまして、中央省庁レベルまで食い込む卒業生は通常いないそうなのですが、その

分公衆衛生以外の分野の NGO や地方行政レベルへ就職している卒業生も多いで

す。 

中 島： データマネジメントがトップダウンのほうが広がりやすいと、例えば保健センタ

ーからある程度強めたほうがいいのか、中央レベルからトップダウンでやったほ

うがいいのか。 

石 本： 難しいところですね。実際に事前調査をやった時は、現場でデータを集めて保健

センターの職員さんが赤ちゃんの身長、体重を測って記録するなど、そういったと

ころの問題も実はあるというところもありました。きちんと計測できるけれども

データを転記する、データを書き写すというところで間違っていたり、あとは中央

省庁、保健省がデータマネジメントに関するいろいろな講習会を保健所の職員さ

ん向けにやっているのですが、それになかなか参加してもらえないなどそういっ

た問題もありますので、上も下も、中央部分も現場レベルの問題というのもあるの

かと思います。 

ただ、実際に昨年、政府の地域の実習報告会に参加する時に学生が発表したデー

タについて、その村を統括する保健センターの所長さんがその実習報告会に参加

していまして、その時に「保健センターにあるデータとあなたたちが集めてきてい

るデータが違う。何で違うのだ。」という質問が出ました。それに対して、学生が

きちんと答えましたが、そういった、実はデータが違うのだと、なぜ違うのかとい

う気付きが保健センターの所長さんレベルにもあったということなので、まずは

そういった気付きがお互いに出るというところが、私どものプロジェクトの 1 つ

の意義だと感じています。 
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酒 本： ありがとうございました。それでは次に JICA 中部から草の根技術協力事業、

JICA基金について報告させていただきます。 

まず、2022年度の草の根技術協力事業について説明させていただきます。 

前年度からの主な制度変更ですが、草の根協力支援型に民間企業の応募が可能

になりました。 

次に、草の根パートナー型の応募資格要件である開発途上国における協力経験

は、これは典型的には大学関係ですが留学生や研修員を受け入れていただいたと

いうのを開発途上国における協力経験には含めないということが新たに定義され

ました。 

採択の状況ですが、2021年度の応募は 1回で中部センターからの応募、採択結

果は、支援型の応募が 4 件ありまして、採択が 2 件でした。パートナー型は応募

が 2件、採択件数は 0件です。地域活性化型は、応募が 1件、採択は 1件です。 

支援型採択案件としては、特定非営利活動法人コーヒー生産地と協働する会の

「フイエ郡におけるコーヒー安定生産指導ができる農業技官の育成」。これはルワ

ンダ案件ですが、これが採択されました。 

あと、特定非営利活動法人ル・スリール・ジャポンの「家庭学習の手引きと家庭

学習確認表を活用した小学校と家庭の連携による地域包括的な家庭学習習慣の定

着促進事業」。こちらはベナンです。これも採択されました。2 団体とも契約締結

に向けて動いています。 

あと、地域活性型採択案件として公益財団法人国際環境技術移転センターの「バ

ベルダオブ島における分別排出システムの普及促進事業」。こちらはパラオですが、

本年 2月 13日に契約締結して事業を開始しています。 

2022年度の JICA基金の活用事業ですが、応募総数は通常枠で 11件、あとチャ

レンジ枠で 7件ありました。採択された案件は、通常枠が 5件、チャレンジ枠が 5

件です。それぞれの採択倍率は、通常枠が 2.2倍、チャレンジ枠が 1.4倍となって

います。 

JICA中部で採択した案件は、NPO法人幸縁の「グアテマラで学習塾を開校し、

学に志す子どもたちの基礎学力を底上げする学習支援事業」となっています。 

2023年度のJICA基金活用事業は、今年度2回目の募集をしているところです。

応募締め切りは 2023 年 3 月 15 日水曜日の 17 時となっています。選考結果通知

は 2023年 6月ごろです。 

募集要項の主な変更点は、対象事業に日本国内の多文化共生社会の構築推進、外

国人材受け入れ支援に関する事業を明記したことです。 

あと、通常枠とチャレンジ枠は統合し、従来チャレンジ枠を配置することとして

いた伴走支援者は、団体の活動経験、希望に応じて配置を決定することにいたしま

した。団体の活動経験年数は問いません。主にスタートアップ支援に重点を置いて

います。 

航空運賃の上限額を 20％から 40％に変更いたしました。 
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JICAからの発表は以上となります。この発表について何か質問はありますでし

ょうか。 

では、次に名古屋NGOセンターの中島代表理事に多文化共生パートナー育成講

座についてご報告いただきます。中島さま、よろしくお願いします。 

中 島： ありがとうございます。こちらはご存じのように JICA 中部、それから名古屋

NGOセンター、東海市民社会ネットワークの共催の事業です。2年目になります。 

多文化共生パートナー育成講座は 3回シリーズで、3月 19日に最後のアクショ

ン発表会というのを控えていまして、今回は中間報告ということでございます。 

初年度、昨年、「海外ルーツの市民と共にある日本社会」というシンポジウムを

行ったのですけれども、その最後に NGOから振り返りがあったのですが、それを

踏まえて今年度進めているということです。 

そこにありますように、今年度の企画チームの構成にあたり、参加者の中からユ

ースを担い手として入れ、また海外ルーツの方もメンバーに入れていこうとしま

した。それから、ワークショップをメインに進めていきたい。そういうことが、昨

年度シンポジウムを終えてのNGO側からの振り返りで出てきました。 

運営体制で NGO コア企画チームと JICA 中部担当者チームで進めてまいりま

した。名古屋 NGO センター政策提言委員会と東海市民社会ネットワーク幹事会

は、アドバイザーとして関わってきました。 

これは、今年度の提案書ですが、そこにありますように、ビジョンとしては、新

しいルールを海外ルーツの市民と私たちが対等にパートナーとして公正な社会で

す。その下の目的としましては、そこにありますようにマイクロアグレッションと

その構造的理解、現場の話、報告、ワークショップなどを通して、無関心層と海外

ルーツの市民、または支援団体の橋渡し役をしていこうとする人を育てることで

す。対象はユースを中心とした多文化共生に関心のある人です。 

準備段階は、こちらにありますように 22名のコアグループ、企画チームが発足

したのですけれども、それが 10 回のコアグループ会合で企画を進め、また JICA

中部とも打ち合わせをして、12 月から 1 月にかけては、選択講座の①、②、③と

いう分野別に 6 名の講師の方をお招きしてということだったので、担当チームを

分けて講師との打ち合わせを 1回から 2回実施しながら準備しました。 

そしてまた、コアグループのメンバーがグループファシリテーター、またはサブ

ファシリテーターとして、または講師として講座での貢献をしてきました。 

第 1 回目は 12 月 18 日に実施して、基調講演としてマイクロアグレッション、

金先生のお話を聴き、その後体験型ワークショップをグループファシリテーター

の下で進めました。 

NGO 側は振り返りというのを直接参加者に聞いたわけではないのですけれど

も、その後、ファシリテーターのアンケート結果が入っています。それぞれ回答が

ありました。ここにありますように、聞いた項目としては、グループの様子につい

てそれから良かったこと、改善点、その他自由にという記述がありました。 
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基礎講座の金先生の講演について、良かった点がここに書いてあります。金先生

に直接、在日コリアンの過去の話が聞けたということで実体験を通したマイクロ

アグレッションのお話を聴き理解を深めることができました。 

ここにありますように、基礎講座ワークショップで良かった点としては、外国に

ルーツを持つ人と日本人が同じグループにいたので、マイクロアグレッションを

受ける側、生じさせる側の感じ方を現実に起こっているものとして話しあうこと

ができた。 

それから、新しい視点を得られた。そして、相互の学び合いも生まれた。 

改善点としては、ここにありますけれども「感想を述べ合う時間があってもよか

った」ということです。 

基礎講座のまとめになりますが、今回の基礎講座の目的であるマイクロアグレ

ッションの考え方に触れて、さらに私たちは、NGOワーカーなど普通に差別をし

ていないと思っている平等主義者の人が多いのですけれども、そういう人たちが

実際は差別を無意識のうちにしていることは多々あるということです。そういう

ことを逆に相手の立場に立つと、日々、そのようなマイクロアグレッションを受け

ているということを知って、その解決にどう取り組むのか、ヒントが与えられたと

いうのが基礎講座ではあったかと思います。 

金先生の、先ほどありましたご本人のルーツの話も出ました。それが教材そのも

のであった。日本社会をこれらの人にとって、住みやすい、暮らしやすい社会に変

えていく役割が私たちにあるということに気づかされた。 

選択講座は、2月 5日に終わったのですけれども、このように①、②、③と、そ

れぞれ海外ルーツの市民のライフステージについて、現状と課題を知り、問題の根

幹は何かを考え、アクションにつなぐヒントを得ることを目的にしました。具体的

には「学び、社会に出ていく」それから「働き、生計を立てる」、それから「地域

で生きる―老いに向けて考える」ということで、学びにおいては金子ケシア氏、ア

フリカのベナン国の出身の方なのですがダンス イラリーデナディさんという方

です。日本で生まれて、ただ見た目はアフリカルーツとなります。 

「働き、生計を立てる」では榑松さんと住吉さんのお二人が講師で、住吉さんは

日系ブラジル人の方です。「老いに向けて考える」の講師の上江州さんは、日系ペ

ルーの方。金さんは在日コリアンの方です。 

選択講座の良かった点なのですけれども、問題分析を共通して全部のグループ

でやったのですけれども、「学び」のグループは、金子ケシアさんの提案でロール

プレイでぜひ問題分析をしたいということで、ロールプレイを半分、ワークショッ

プの中でやることになりました。そのロールプレイでやるということは、結局、問

題の分析がやりやすくなった、イメージが付きやすくなった。 

テーマが進学と就職だったので、大学生がイメージしやすかった。その他の良か

った点に関しては、後のまとめでお話しします。 

選択講座は改善点ですけれども、やはり何といっても問題分析の時間が足りな
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かったということと、あとはグループファシリの方で、問題分析といってそれまで

経験したことがない、または十分理解していない方もいらっしゃったので、そこの

ワークショップでは少し難しかった点もありました。 

選択講座のまとめをご説明しますと、特にユースのグループがワークショップ

の中で問題の根幹に関する議論をしていました。 

それから、労働と老いのグループでは、特に地域とのつながりが強調されていま

した。 

そして、選択講座、今後に向けてということで、先程申し上げました問題分析に

ついての課題があるので。それから、可能であれば今後は PCM研修などで、JICA

中部の研修に、NGO側も参加できればいいのかなと思います。 

それから、在日コリアンなどのオールドカマー経験というのは、ニューカマーの

人たち、または日系ブラジルの人たちにとっても学びになるので、異なる海外ルー

ツの市民同士の経験交流があると良いと思います。 

これで終わります。以上です。 

酒 本： 中島さま、ありがとうございました。何かご質問がある方はいますでしょうか。 

次は、JICA 中部より外国人材、多文化共生の取り組みについて、報告させてい

ただきます。木村推進員、よろしくお願いします。 

木 村： JICA愛知デスクの木村と申します。私から JICA中部の外国人支援、多文化共

生の取り組みについてご説明をさせていただきます。 

まず、今年度 JICA中部独自で推進しています外国人支援・多文化共生分野の提

案事業をご説明いたします。 

 今年度 JICA 中部では、独自で外国人材支援や多文化共生分野で提案事業をして

います。本事業は、東海地域の外国人材受け入れ、多文化共生の課題へ貢献するこ

とと、また、多様なアクターの活動支援を目的に実施しています。 

対象となる事業は、こちらに記載をしています。外国人材の適正な受け入れ・多

文化共生の課題解決に資する事業、または事業化に必要な調査、それらを促進、定

着、普及するための事業、また、その分野の人材育成や能力強化に関する研修事業

となっています。今年度は、こちらに記載の 3件を採択させていただいて、現在事

業を実施中です。 

続きまして、バディの取り組みを紹介いたします。こちらは、地域住民向けの多

文化共生意識の醸成に係る取り組みになります。バディは、元々ベルギーで移民・

難民が増加した際に、地域の住民が外国人のバディ（相棒）となって、生活をサポ

ートし成果を上げた取り組みで、それを参考に公益社団法人トレイディングケア

さんが愛知県の高浜市で実践をしている取り組みです。 

多文化共生の必要性を理解して、外国人住民と地域住民をつなぐ市民を増やす

ことを目的にトレイディングケアさんと連携してセミナーを実施しています。 

2021年度は、初級編、入門編を実施して、トータル 200名弱の方にご参加をい

ただきました。参加者からは「自分ではできないと思っていた外国の方々への手助
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けをできる自信を得たという感想とともに、より実践に必要な知見の習得への希

望が多く寄せられています。 

本年度は、これまでの研修を基礎に地域で多文化共生の取り組みを計画、もしく

は実施されている方を対象にトレイディングケアの実例と具体的な計画立案を通

じて、実践スキルを学び実際について行動していただくということを目的に研修

を開催いたしました。こちらは、高浜市にある多文化共生コミュニティセンターで

実施するということで、定員を絞っての開催としました。 

また、加えて今後、バディに関心を有する市民の方々が、ご自身で学べる教材と

して、動画や冊子の作成をしています。こちらの QRコードから見ていただけます

ので、よろしければご覧ください。 

バディの取り組みに関しましては、このセミナーを受講された方々が中心とな

って、浜松市でも「Korekara Buddy（コレカラバディ）」として取り組みを進めて

います。このようにいろいろな所で取り組みが広がっていくことを期待していま

す。 

JICA 中部では、2020 年より年 1 回海外にルーツを持つ児童・生徒の教育を考

えるフォーラムを実施しています。こちらの実施に至った背景としまして、やはり

近年教育現場に外国人の児童が増加しているということ、また、多国籍化によって、

課題が多様化しているということがありますが、地域では古くから外国人住民の

方が多く、献身的な取り組み事例が多くあります。 

そういったことから、取り組み事例の共有や教員への情報提供、また教育機関や

関連団体のネットワーク構築を目的に実施しています。 

こちらは、教員の方々が参加しやすい 8 月に実施をしていますけれども、教員

以外の方たちにも多くご参加をいただいています。 

これまでのテーマはこちらに記載のとおりですが、今年はキャリア形成、進学・

就職支援というテーマで実施いたしました。 

QRコードからそれぞれのトピックスに飛んでいただけますので、ご関心があれ

ばご覧ください。 

こちらは、先ほど中島さんから話がありましたとおり、昨年度から協働で多文化

共生に関するセミナーを開催しています。詳細は中島さんからご説明いただいた

ので、私のほうからは、第 1 回の参加者アンケートについて簡単に報告させてい

ただきます。 

回答率が 45.2％で、それほど高くなかったのですけれども、満足度は基調講演

に関しては 5 点満点中 4.31、ワークショップが 4.0 ということで、高評価となり

ました。 

講師が金先生の体験に基づいた具体的な話が分かりやすくて、マイグロアグレ

ッション深まったという意見がとても多かったです。また、参加者自身が、無自覚

のうちに、こういった発言をしてしまっていたかもしれないという気付きを得た

という意見や多文化共生にかかわらず、他者との関わり方について改めて考え直
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す機会となったという意見もありました。 

ワークショップについては、やはり参加者同士が事例を通して話すことで、頭の

整理ができたり、自分では気付けていない気付きがあったという意見がありまし

た。 

参加者についてですが、こちらにも記載をさせていただきましたけれども、学生

が最も多く、ただ、その他にも自治体職員や教員、NGO、民間企業にお勤めの方

など幅広い方々の参加がありました。ユースに限らず、やはり裾野拡大へのアプロ

ーチというところは課題かなと思っています。 

全体についての意見につきましても、先ほど同様ポジティブな意見がやはり多

かったのですけれども、今回はユースを対象に絞ったということで、ユース以外の

方もできれば参加したかったという意見もありました。 

その他こちらに記載のとおり、さまざまな取り組みを進めています。少し時間が

押していますので、1つだけピックアップしてご説明させていただきます。 

下のほうに浜松のプロジェクトを記載させていただいているのですけれども、

国際交流協会さんと JICA浜松デスクが、音楽やスポーツを切り口にいろいろな支

援の取り組みをしています。 

その中で、多文化 SHIZUカップをご紹介したいと思います。こちらはサッカー

大会なのですけれども、サッカーを通じて地域住民に同じ地区に住む外国人を身

近に感じてもらうことで、地域内多文化共生を推進するということを目的に始動

しています。 

今回 10チームが参加をしてくださって、約 130名、国籍もベトナム、インドネ

シアや、ペルー、ブラジル、日本、バングラデシュやアルゼンチンなど、いろいろ

な国の方々に参加をいただきました。 

また、同時にサッカー大会の企画以外にも、アンプティサッカー体験や子ども向

けのサッカー教室、あとは各国の食べ物や雑貨の販売など、サッカーをしない方で

も楽しめるように企画をしています。 

なかなか国際交流イベントではリーチが困難である幅広い層を巻き込んで、つ

ながっていく機会となっているようです。3 月 11 日には、2 回目を磐田市で実施

する予定です。 

以上、駆け足でご説明をさせていただきました。今後も皆さまと連携をして取り

組んで進めていきたいと考えていますので、こんなことができないかといったこ

とがありましたら、お気軽にお声掛けいただければと思います。ありがとうござい

ました。 

酒 本： 何かご質問がありますでしょうか。 

それでは、これで議題Ⅱの報告を終わらせていただきます。議題Ⅲからは名古屋

NGOセンターの八木さまに司会をお願いいたします。これから 5分の休憩を取り

ます。19時 43分から再開します。よろしくお願いします。 
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＜休憩＞ 

 

八 木： 名古屋NGOセンターの八木です。Ⅲの協議事項の司会を受け持ちますので、よ

ろしくお願いします。 

協議事項の 3 人は、コーディネーター会議の中で決めたのは「国際協力および

多文化共生における人材育成」というテーマで、意見交換をしていきたいと思って

います。 

先ほどの報告事項の中でもありましたように、人材育成ということに関わるこ

とが多かったように思います。コーディネーターの中では、その辺のところが重要

な課題だとして設定しました。 

進め方は、この式次第のとおりですが、意見交換のところを 2 つに分けたいと

思います。国際協力の人材育成ということと、多文化共生における人材育成という

ことは、若干内容が違いますので、この 2 つを分けて意見交換をしていきたいと

思っています。 

式次第どおりで進めていきたいと思います。実りある意見交換にしたいと思っ

ていますけれども、司会者として若干不安がありますので、皆さんのご協力をぜひ

ともお願いします。 

協議事項（1）の「問題意識の共有」というところから進めていきたいと思いま

す。まず、名古屋NGOセンターの松浦さん、よろしくお願いします。 

松 浦： N たまに続き、成果や報告点、こちらは課題ということで N たまの修了生、去

年、今年と私の所属していますホープ・インターナショナルというところにインタ

ーンに来た 2 人が社会人経験豊富で 1 人は元協力隊員でそういった方が NGO に

就職したいといった時になかなか就職できないという状況があり、どんなものな

のかなということ。あとは関東の方に行ってしまうということで、Nたまでそれな

りの人材は育ってきたのですが、「なかなか NGO が組織として評価されていない

のかな」と僕は感じています。 

一番下にあるように、「中堅の職員が育たない」「育つようなプログラムがない」

「いつの間にか辞めてしまう」といった声も聞いています。 

課題を 2 つ抽出してみました。まず 1 つ目は、国際協力に携わる人材育成とい

うことで、入り口はまず国際協力カレッジと N たまがあると思います。こちらで

ある程度は興味がある人は拾えているのかなと思っています。 

その中で 2 つ目です。国際協力に携わっている人材のスキルアップと組織基盤

強化。この国際協力とは、主にはこの地域のNGO、それをカバーするために先ほ

ど酒本さんが説明された JICA基金や、今はやっていないと思いますが、NGO等

提案型プログラム、これは NGOセンターでも 2017年にこちらのスキームを使わ

せてもらってプログラム研修を行いました。東海 3 県プラス長野からも参加があ

り、この地域の NGO、NPO の中堅のスタッフが参加して非常に意義がある研修

ができたと思っています。 
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まず課題の共有ということで、主に 2 つ目です。人材のスキルアップというと

ころが課題なのではないかと思っております。以上です。 

八 木： ありがとうございました。今の松浦さんの発表に質問やご意見などがありますで

しょうか。 

もう一つ、中島さんから外国人支援の人材育成、多文化共生の人材育成というこ

とで、先ほど、（5）のところ報告いただきましたけれども、主にその関わりで人材

育成についての発表をお願いします。 

中 島： 今回の多文化共生パートナー育成講座のミッション、目的や役割である、この中

部地域で海外ルーツの味方になる頼りになる人を育成し増やす、ということを問

題意識として共有したいと思います。 

それで、それを JICA中部さんと連携して促進したいことの中に、ユースにアプ

ローチするということで、今回先ほど木村さんの報告にもありましたように、大学

生に関しては一定の大学になっていたということで、こちらの事情を伺いますと、

当初予定していた講師に断られまして、それで慌てふためいて金先生に来ていた

だき、結果的に良かったのですけれども、準備が相当遅れてしまった中で、大学と

いう新しいフィールドへのアプローチが十分でなかったこと、また新しい企画を

去年からしているので、その企画に相当時間が掛かって広報が遅れたということ

があります。 

そういう点で、今後また JICA中部さんと連携してユースにアプローチをさらに

進めていきたいということと、修了生たちがどのように今後そのアライ(味方)とし

てアクションをしていくかという点で、一緒にフォローアップができたらという

ことを後で皆さんと議論をしていきたいと思います。以上です。 

八 木： ありがとうございました。今の発表について、質問やご意見がありますでしょう

か。 

では引き続き、JICA 中部の酒本さんから「JICA 中部の取り組み紹介」をお願

いします。 

酒 本： 国際協力人材の裾野拡大について話したいと思います。 

まず、JICA 海外協力隊応募促進、帰国後の報告会などを行っています。あと開

発教育・国際理解教育支援事業として、訪問プログラムとしてなごや地球ひろばで

提供するプログラムがあります。教育機関から社会人団体などまで、幅広い利用が

あり、2021年度で 161件の利用がありました。 

国際協力出前講座は、JICA海外協力隊の体験談などで、2021年度で 94件、 

国際協力実体験プログラムは、高校生などを対象とし参加型ワークショップを

通じた体験プログラムで 2021年度は 26人が参加しています。 

大学連携講座は、主に学生をターゲット層として実施し、大学連携講座 JICA中

部スタッフによる講座、ODA、JICA事業、国際協力におけるキャリアなどについ

て、大学、高校、中学などに行って講座をしています。これは連携している大学で

の講義です。 



 18 

各種イベント、ブースの出展はワールド・コラボ・フェスタ、各県でのイベント

などで行っています。 

団体のステージに合わせた事業スキームとして、草の根技術協力事業というの

がありますけれども、一足飛びにこれを始められる団体はないと思います。まずは

NGO等活動支援事業を活用いただき、事業マネジメント研修、計画立案モニタリ

ング評価などの研修を受けていただいて、現地調査、実践研修、これは導入編と実

践編がありますが、初めの 1 歩を支援するいろいろなプログラムを提供していま

す。 

その後、JICA基金にもぜひ応募していただきたいということで、1年 100万円

の予算規模で事業実施し、必要に応じて伴走支援者を付けることによって団体の

育成、NGO間ネットワーク化も期待しています。 

研修で学んだことを小さい事業で試したいという方々に JICA 基金をお勧めし

ています。 

その後、事業をさらに発展、展開させたいという人たちには、3年間に支援型は

1,000万円、パートナー型は 1億円ですが、事業提案書の作成段階から国内拠点で

のコンサルテーションを実施しております。これが草の根協力技術事業です。 

多文化共生の人材育成として、先ほど木村推進員からも説明がありましたけれ

ども、バディによる多文化共生の推進を行ったり、2021 年度のバディセミナー初

級編と入門編で 197名の参加がありました。2022年度には、合宿形式の実践編を

行い 7名が参加しています。バディの冊子、動画なども公開しています。 

多文化共生パートナーシップ人材育成講座、これは NGOと共催なのですが、第

1 回は基礎講座 53 名、第 2 回は選択講座 26 名が参加、第 3 回目はアクション発

表となっています。 

教員向け研修として、2021 年度教師国内研修（多文化共生）を行って、地域の

課題を理解して教育現場に生かすことを目的に実施しています。 

多文化共生研修は 38 人が参加しました。これは、多文化共生を生かした学校、

地域づくりというテーマで 16人、母語・継承語教育の必要性に関して 9人。 

外国人児童生徒の日本語能力測定ツールとして、DLA というものがあるのです

が、そちらを学ぶ基礎講座と DLAを生かす実践講座に 13人参加しています。 

日系社会研修（多文化共生推進／日系協力型）というものがあるのですが、こち

らは日本国内の日系人集中都市に、中南米から日系人を受け入れて、小中学校、

NGO、企業などで研修を行うものです。研修を通じて研修員が在日日系人をサポ

ートし、地域の多文化共生の貢献を期待しています。 

2022 年度に実施している研修としては、岐阜県可児市で在日日系ブラジル人へ

のソーシャルワーク、豊橋では日系ブラジル人とのカウンセリングを通じた多文

化共生、あと浜松市ではムンド・デ・アレグリアという外国人学校があるのですが、

こちらで学ぶ複文化メディエーター研修を実施しています。 

浜松では、ラテンアメリカからの子どもたちのための日本語指導者養成を浜松
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で実施しています。 

JICAからは以上です。 

八 木： ありがとうございました。今の JICAからの発表にご意見、特に質問があります

でしょうか。 

先ほど申しましたように、国際協力の人材育成と多文化共生の人材育成を分け

て討論したいと思います。まずは国際協力における人材育成についてということ

で議論を進めたいと思います。 

その前に、先ほどの話の補足ということではないのですけれども、JICA基金を

使われた経験があるということで、ニカラグアの会の伊藤さんが見えていますの

で、そちらのほうで感想や JICAに対するご意見とか要望などがありましたら出し

ていただきたいと思います。伊藤さん、よろしくお願いします。 

伊 藤： 私はニカラグアの会の事務局長をしています伊藤と申します。 

うちの会で、確か 8 年ぐらい前、2015年に JICA基金を通じて再生可能エネル

ギー、うちは太陽光発電の関係をやっているのですけれども、それで環境教育、現

地でパネルを作ったりということをやっておりまして、この事業において JICA基

金のお金をいただいてやらせていただきました。 

当時は今の伴走支援者のようなものはなく、渡航費も特になく、国内においての

移動費とかそういうものでしたので、そこら辺のお金の都合が若干難しいところ

がありましたが、たまたま NGO インターンをしていた山本君という子がいまし

て、その子を派遣することができたので、ある意味の人材育成につながっているの

ですけれども、やはりうちの会自体は小さい団体でして、その後続けて活動してい

くのはやはり難しく、少しして他の話もありましたので違う仕事に就いてしまっ

たのですけれども、JICA基金をいただいたことによって、その子においても、う

ちの会においても人材育成につながるようなことはできたとは思います。 

JICA基金は 1年ですので、1年となるとやはり継続が難しいということがあり

ます。JICA 基金をスタートアップと考えるのでしたら、1 年単位がいいと思いま

す。そして、いろいろな団体さんがお金を使っていくといいとは思うのですが、小

さい団体としては複数年のような 2 年でもいいですが、そのような形、お金は減

額してもらうのですが、そのような形にしていただくとか。あとやはり 1 年の事

業ですと、すぐ評価や成果が見えにくいので、これは分からないのですけれども、

数年経った 3 年後とかにもう一度 JICA 基金みたいなものをいただいて、もう一

度反省を込めてできていない部分をもう一度そのお金を使わせていただいてでき

るといいかと思っております。 

以上です。 

八 木： ありがとうございました。直接担当されたわけではないとは思いますけれども、

今の要望についてどうですか。何かご意見ございますか。 

酒 本： ありがとうございます。当時と制度が変わっているのだと思いますけれども、現

在は、JICA 基金は 3回まで応募できます。1 年やって次の年も JICA 基金に応募
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して採択されたら 2 年連続、その次の年も応募して採択されたら 3 年連続という

のも可能ですし、1 年やって、1 年ご自身たちで活動をやって、1 年置いてもう 1

回応募して、再度 JICA基金で実施するということも可能です。 

八 木： ありがとうございます。突然で申し訳ないのですけれども、山田ロサリオさんも

JICA基金を使って事業をされたということでありますが、何か一言でも感想など

がありましたらお願いします。 

山 田： 私たちの活動モデルとしてやっている、アルパカの毛糸を使って編み物をして、

これが JICAさんの事業が現地で使われるお金がほとんどなので、今回私たちがこ

ちらで 50代以上の方が一緒につながって、現地の方とこちらの方と 1つのモデル

として一緒にやっているのですが、やはり 1年間は短いし、100万円を頂いている

が現地で 1 つのグループしかやり取りできない、でも、日本ボリビア人協会とし

て、とても感謝しています。本当に JICA基金の寄付金で、やっと日本で事業を進

めることができました。最後までプロジェクトが出来上がるように頑張っていき

たいですけれども、今年は残念ながら状況によって最後までいかなかったけれど

も、次の年度が 3 年目になりますので、きちんと製品を販売できるように日本で

編み物をやっている人たちが収入を得られるように実施していきたいです。 

本当にありがとうございます。 

八 木： ありがとうございました。JICA中部の方、担当されている方から何かあります

でしょうか。 

内 藤： JICA中部で JICA基金を担当させていただいています、内藤と申します。 

ロサリオさんのところは、今年度は残念ながら現地渡航が現地の状況等ででき

なくなってしまいました。コロナ禍で年度の初めのほうは渡航ができなく、それが

先延ばしという形で事業の最後のほうに来てしまい、それが結局渡航できないと

いうことで少し残念な結果になってしまいました。 

一方、国内での活動はすごく積極的に取り組んでいただいて、ロサリオさん自身

もおっしゃってくださっているのですけれども、国内でそういったコミュニティ

が生まれて、今までボリビア人協会として活動はされてきたのですけれども、ロサ

リオさんと一緒に活動する仲間がなかなかいなかったのが、この活動を通してそ

ういうグループができ、そういう方々がやる気を持って取り組んでくださってい

るというところは、すごく評価できるところだと思っています。 

あともう 1 点、先ほど JICA 基金の 2022 年度の募集で採択された案件として、

NPO 法人幸縁さんという全く新しい出来たてほやほやの NPO 法人ですが、そち

らの方々がグアテマラで学習塾をして、子どもたちの支援をしたいというご提案

を頂いて、採択されてちょうど 3月 1日から事業を開始したところです。 

こちらの案件に関しては、今日も来ていただいている松浦さんに伴走支援者と

して付いていただいて、本当にまさにスタートアップの活動を松浦さんにもすご

く心強く支援していただいています。 

その幸縁の責任者といいますか、代表理事を務めていらっしゃる方は、元々協力
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隊の方でこの事業を始めるまでは、自己資金で活動されており、NPO法人という

形にしてやっと活動を始める、そういう形で JICA基金を非常に有意義に使ってい

ただいていると感じています。 

ですので、資金繰りというところでは非常に大変な部分もあると思うのですが、

先ほど酒本課長からも話がありましたとおり、3年間は JICA基金を使っていただ

けるということもありますので、この機会に使っていただいて、ぜひその後には草

の根の支援型、パートナー型という形で成長していっていただきたいと思います。

そういうところを JICAとしても支援できたら、それはすごくすてきな話だと思っ

ています。 

実際、今草の根のパートナー型でやっていただいている、例えば三重県の DIFAR

さんなどもそういった形でこれまで成長されてきた例であると思います。そうい

った成功例といいますか、そういうものをこれから新しく生まれてくるNPOの方、

若手の方、そういうところにも伝えるということを JICAとしても取り組んでいけ

るといいなと思っています。ありがとうございます。 

八 木： ありがとうございました。時間が限られるのですが、もう一つ情報提供といいま

すか、そういう意味で名古屋NGOセンターの村山さん、発表をお願いします。 

村 山： 2016 年から 2019 年にかけて提案型研修をさせていただきましたが、その件で

よろしいですか、八木さん。 

八 木： そうです。NGO提案型プログラムの件です。 

村 山： 3～4 年ほど前に実施した事業なのですけれども、多くの地域の NGO の皆さん

のご参加を得て、組織強化ということで理念を改めて考え、捉え直すところから始

まって、事業を立案していく、また、ファンドレイジングをしていくという形で研

修を実施しました。 

プログラムの後半では、モニタリング評価やヒアリングを行いまして、各団体さ

んにどうだったかというのをお伺いしました。 

その中で、3年間実施しましたけれども、組織強化には終わりはないということ

を非常に感じました。3年間研修をやったから NGOが成長を遂げたという華々し

い形にはなかなかならなくて、やはり何回も研修を実施して、定期的に組織の理念

やビジョンを確認して、事業を見直して実施していく。また、いろいろなボランテ

ィアやインターン、新しい支援者など多様な人の関わりを得て、組織を活性化して

いったり、企業や教育機関など、他の組織との交流を通して組織強化を常にしてい

くというのが大事だと思います。 

ですので、私どもも 3～4年前コロナ禍に入る前に実施した研修ですので、中部

地域の NGO全体の活性化に向けて、また JICA中部さんに内容を提案して一緒に

進めていけたらと考えています。NGO提案型のほうは、今年度はまだストップし

ていらっしゃるような状況なので、その辺りは 4 月以降に相談できればと思いま

す。 

以上でよろしいですか、八木さん。 
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八 木： ありがとうございます。そのことなのですけれども、最後のほうで触れられまし

た、JICA中部さんで決められることかどうか分かりませんが、その再開はどうな

っていますでしょうか。 

酒 本： NGO提案型プログラムについては、再開を目指しているのですけれども、現在、

本部で検討しているところで、この場でわれわれから皆さんに共有できることは

ありません。 

といいますのは、これは中部センターのみならず、日本の国内機関全体に対して、

NGO提案型プログラムについての基本方針が決まった段階で、全拠点で同じくア

ナウンスすることになっています。本部の国内事業部で今検討していますので、そ

こでの結果が出次第、皆さんに共有させていただけたらと思っています。 

八 木： 中部からはそういう報告があったということで、ぜひとも本部のほうに要請して

いただけると非常にありがたいと思います。 

酒 本： しかと伝えます。 

八 木： よろしくお願いします。 

いろいろと、こちらで準備した発表などがあるのですけれども、人材育成という

ことについて、皆さんにさまざまな視点とそれぞれのお考えがあると思います。急

にではありますけれども、ここからは、皆さんにご意見やうちの団体ではこういう

ことを考えているなど、そういうことがありましたら、ここで出していただきたい

と思います。どうでしょうか。何かご意見はないでしょうか。 

平 山： 私は、名古屋外国語大学の教員を務めています平山と申します。 

今、中島さんと多文化共生プロジェクトの 3回講座の運営に関わっております。

大学教員として、若い人をどう巻き込むのかという点に関して、私が大学にいて分

かることもあるので情報としてお伝えしたいと思います。 

大学にいて、高校さんとのつながりもございます。高校の若い人を巻き込むとい

うのが今実はやりやすい状況かもしれないと思うところがあります。先ほど、国際

協力カレッジに関する村山さんのお話の中で、後半の団体紹介の中で高校生の方

たちの団体が１つ入っていたというお話がございました。これは結構凄いことだ

と思うのですけれども、恐らくこのタイミングは偶然ではないという面もあるか

と思います。というのも、高校は、2020 年に学習指導要領が変更になり、探求型

の授業に取り組みなさいよというのが新たに定められています。探求型の授業と

いうは、学生が主体的に何かに取り組んでいくというタイプの授業なのですが、学

習指導要領の中でどういった言葉で強調されているかというと、主体的、対話的で

深い学びというのがキーワードの一つにあります。「未来を作り出す」「価値を作り

出す」というキーワードもあります。 

それで、一時期流行っていたアクティブラーニングという言葉を聞いたことが

あると思うのですけれども、これは2020年の学習指導要領で完全に消えてしまい、

今は高校さんでアクティブラーニングという言葉は使わなくなってきています。 

高校さんのほうで、文科省の方針で 2020 年の学習指導要領が変わるのに伴い、
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探求型の学習をしていくということになり、先生方としてもこれを生かして色々

やっていこうとされている方はたくさんいると思います。国際協力カレッジなど

に参加するような高校生は、何等か高校外にアプローチできる先生の後押しがあ

ったかもしれません。しかし、なにか学生に指導するうえで、自分で高校外にアプ

ローチできる先生は恐らくあまりいないのが実態だと思います。国際協力であれ

多文化共生であれ、そうした高校の先生方にこちらからアプローチしていけると、

裾野を広げていく一つきっかけになるのではと思います。 

こちらからアプローチしていく上で、愛知県の教育委員会というのがありまし

て、その愛知県の教育委員会から高校に情報が流れるという仕組みがあります。で

すので、例えばどこまで具体化できるかは別として、JICAとNGOの共同プログ

ラムのような形で教育委員会に話を持っていく、高校に情報を流して高校生の参

加を呼びかけるというのは可能ではないのかと思います。 

大学として何か教育委員会に話を持っていくと、今は結構食いついてくるよう

な状況になっているので、その辺りの流れは活用できるのではないかと思います。

一方、大学としてはそういった高校の探求の授業のような枠組みはないため、国際

協力カレッジに参加する大学生は基本的には先生の繋がり経由であったりすると

思います。大学などの機関を通して若い人たちにアプローチしていくというのは

高校より難しいかと思います。現状の国際協力カレッジでされているような形で

呼びかけていくのが大事かなと思います。 

また、大学生にとって、国際協力カレッジはNGOの世界への入口だと思うので

すが、その入口を通過した後は先ほどおっしゃられたように自分でボランティア

するという人が出てきます。その人たちをフォローアップする、いろいろなところ

で経験を積んだ人をもう一度呼び集めて、グループで学んだことを実践する、語り

合う、共有しあう場というのを設けていく。入口だけでなく、ステップ２、ステッ

プ３というふうにしていくと、若い人たちの世界により繋がっていくのではない

のかなと思います。高校、大学の視点から共有させていただきました。 

八 木： 貴重なご意見を本当にありがとうございます。 

NGOからストレートに高校生というのは、なかなか難しいと思うので、やはり

その辺は教育委員会や JICAを通じてなど、そういう連携が大事だと思います。時

間がないので結論を出してしまいますけれども、無理のないところで連携させて

いただいて、ストレートには無理かもしれないですけれども、そうした連携をさせ

ていただくと非常にありがたいと思っています。何かありますでしょうか。 

酒 本： ご意見をありがとうございました。貴重な情報だと思います。 

高校生をターゲットにするというのは非常に重要なことだと考えていますけれ

ども、われわれも高校生実体験プログラムで、高校生にいろいろ考えてもらったり、

手を動かしてもらうことによって、国際協力を理解してもらい、世界の課題につい

て理解してもらうイベントを実施しています。 

ですから、高校生が大学に行くわけなので、教育現場をハブとして、高校生、大
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学生を巻き込んだ、高校、大学で必ずしも切る必要はないと思うのですけれども、

高校生がお姉さん、お兄さんと一緒に何かを学ぶというような取り組みもできる

はずですし、色んな場面で学校、NGOと協力していければと考えますので、よろ

しくお願いします。 

八 木： ありがとうございます。平山さん、どうもありがとうございました。 

手際が悪くて時間がなくなってきましたので、もしご意見などがありましたら、

後のほうで時間が取れればということにしたいと思います。申し訳ありません。 

今、多文化共生の人材育成ということで、現在進めている with Diversity の企

画から浮かび上がってくる、これから先の未来に向けてということの問題提起を

神田さんから何かいいアイディアがあるとお聞きしています。神田さん、お願いし

ます。 

神 田： いいアイディアというわけではありませんが、このような機会があるのでコメン

トさせていただけたらと思います。何かいい案があるというわけではないですが、

人材育成といった時に多分いろいろな観点での人材育成があると思うのですけれ

ども、今の国際協力の人材育成の話からみても、多文化共生で国際協力の経験があ

る人たちの経験やスキルなどを生かして、多文化共生の分野につなげていくスキ

ームのようなものがまだありません。 

個々人の紹介やつながりに頼っているので、多文化のことに関わりたいという

人が 10年前、20年前に比べるとものすごく増えてきているのですけれども、コー

ディネートが追い付かなかったり、何かをやりたいと思っていても、それを継続し

た活動として続けていくのを支える仕組みなどがないというのが、一つ課題かな

と思っています。 

例えば、今、保見団地で活動をしている JUNTOS（ジュントス）という団体が

あります。愛知淑徳大学、愛知県立大学、中京大学の 4年生の学生たちが、たまた

まトルシーダのボランティアで出会って、新たに団体をつくろうと言って当時 4年

生だった学生の皆さんが作った団体です。今それぞれ就職をして、そのような活動

を続けているのですけれども、どこまで続けられるかというのは支えている周り

の人たちがいるというのもあると思います。 

保見団地だったり、中京大学だったり、あと保見プロジェクトという大きな団体

があったりというので成り立っているのかなと思うのですけれども、大学や高校

に行くと高校生も大学生も多文化のことにすごく関わりたいのです。 

それぞれ一人一人要望を聞いて団体につなげていくのですけれども、限界があ

るというのが現状かなと思います。ですので、国際協力と同じようなスキームでも

いいと思うのですけれども、何かそういうコーディネートとか、人材育成、今セミ

ナーとか講座とかをやって意識をつくっていくようなところ、この前もマイクロ

アグレッションのような座学で知識を知るというのは大事だと思うのですけれど

も、では実際、地域にこれだけ実践の場がある中でなかなか繋げていくことができ

ないというのが課題です。 
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あと、これは人材育成に限らないかもしれませんが、多文化共生に関わる団体や、

企業も含めてこれだけたくさんある中で連携して交流ができて、このような情報

交換の場がないので、JICAさんがそういう役割を担えるといいなとすごく思って

います。 

八 木： ありがとうございます。これはまだ続いていますので、コアグループの人たちと

中で意見を出していただいて、JICAの人たちと連携させていただいて新たな橋渡

し役と言っていますけれども、そうした方向に行けるようにまた協議していけれ

ばと思います。 

神田さん、どうもありがとうございました。 

神 田： ありがとうございます。 

八 木： 少し時間が過ぎているのですけれども、石本さん、よろしくお願いします。 

石 本： ありがとうございます。最初に松浦さんがお話ししてくださった、NGOに就職

を希望する人材がいても就職できないですとか、就職してもすぐ辞めてしまうと

いう問題が挙げられていたと思うのですけれども、それをきっかけにして、今日皆

さまからの話を伺っていると、新たに携わりたいと思う人材育成だけはなくて、

NGOに現在携わっている側のほうの人材育成も必要だと思いました。多分すぐに

辞めるというのは、受け入れ側のほうの問題が多分にあるのではないかと感じま

す。 

まず、ずっと NGOで働いている人間にとっては、今やっている目の前の事業を

さばくことで精いっぱいで、それがこのままではいけないと分かっていても、では

それをどう発展させていくか、どう裾野を広げていくか、あるいはせっかく入って

くださった新しい人たちが活躍できるような機会をどう一緒に支援していくかと

いうところまで考えられる余裕がなかったり、あるいは自分たちのやり方をその

ままやってもらおうという形になっていると、なかなか新たに就職して携わる人

のニーズに添えないといった問題もあると思います。 

先ほど、神田さんがお話しくださった多文化共生に関することも通じると思う

のですけれども、やはりNGOの人たちが一堂に会して、今自分たちの組織でどう

いう問題があるのか、あるいは人材育成というところで自分たちの意識改革なり、

これからどうやっていったらいいのかというところを忌憚なく話し合える場があ

るといいなと感じますし、今日のこのような場がさらにいろいろな形で発展して

いけるといいなと感じました。 

八 木： ありがとうございました。人材育成というのは、先ほども言われたように高校生、

学校教育から含めて実に幅広い問題で、いちNGOがどうということではないです

けれども、そうした社会的な基盤をつくり出すということをやはり考えていかな

いといけないと思いました。 

本当に時間がなくて申し訳ないので、何か意見がありますでしょうか。 

では、ほとんどNGOの方なので中島さんのほうで取りまとめていただくように

しますので、ご意見をメールでお寄せいただきたいと思います。 
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大幅に時間が過ぎてしまいました。申し訳ありませんでした。最後に、JICA中

部の所長さんの方から終わりのあいさつをお願いします。よろしくお願いします。 

小 森： 本日は、会場にご来場いただいた方、あるいはオンラインでこの協議会にご参加

いただいた方、誠にありがとうございます。感謝申し上げます。 

改めまして、私は JICA中部センターの小森です。着任して約 1年たちました。

隣にいるのは次長の宮本です。宮本は、私よりさらに短くて 3カ月ぐらいと、まだ

来たばかりでいろいろ勉強をしている段階ですけれども、よろしくお願いします。 

2022 年度ももうすぐ終わりになりますけれども、NGO の皆さまには、たくさ

んの事業でご協力いただきまして、草の根技術協力事業、今日話題になりました

JICA 基金活用事業、あるいは国際協力のキャリアイベント、国際協力カレッジ、

あるいは多文化共生パートナー、人材講座、いろいろな場面で協働させていただき

まして、大変成果を上げていると思っております。 

いずれの事業も皆さまの各団体さまの特色、あるいは強みを生かして、非常に特

色的、有意義、かつ効果的なものになっていると思っています。 

今後も、このような形でNGOの皆さまとの協働を通じて、さまざまな協力を一

緒にできればと考えています。 

今日、話題になりました多文化共生社会等、JICAも今新しい分野として取り組

んでいるところでございますので、まさに先陣として活躍されてこられたNGOの

方々から我々も学びながら事業を実施していきたいと考えています。 

また、先ほど、酒本から話がありましたとおり、本日頂きましたご提案やご意見

は、JICA本部のほうにも共有いたします。今後の制度改革等につなげるよう我々

としてもフォローして参りたいと思います。 

少し付け加えますと、私も JICAで 25年働いていまして、あと 1年ぐらいで役

職定年になると思っております。実は、ずっと海外の事業、特にアフリカの事業を

中心にやっておりまして、今回初めて国内の事業を担当したのですけれども、この

1年中部センターに来て思いますのが、やはり日本の社会、そして国際社会がかな

り過渡期に差し掛かったなという感じがします。 

これは、いろいろな意味でウクライナ紛争をはじめ国際情勢も非常に厳しい状

況になっていますし、また、コロナがだんだん収束をして、ポストコロナというこ

とで新しい活動が出始めてきております。あと、まさに気候変動の問題など、これ

も待ったなしのことで、さまざまな取り組みが世界的、あるいは日本の中でも行わ

れている状況です。日本の中、あるいは日本のそれぞれの地域においての取り組み

が、過渡期というか動きがすごく激しくなってきた感じがします。 

そのような中で、より良い社会、より良い世界、あるいはより良い日本をつくっ

ていくために、NGOの方々、あるいは JICA含めて、さまざまな団体が協働しな

がら、この社会の荒波を乗り越えて、かつ“Build Back Better”とよく言います

が、より良い社会をつくり上げていく努力が、ますます必要になってくる時代にな

ったと感じます。 
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JICAの海外の事業は、他のドナーや NGOと一部協力することもありますけれ

ども、ほとんど単独で実施します。ところが、国内事業は逆に 99％、いろいろな

パートナーと協働してやっています。これが一番大きな違いです。パートナーは

NGOの皆さま、あるいは大学、教育委員会、自治体、民間企業等です。さまざま

な地元の団体と協力しながら国内事業をするといいうのが JICA の国内事業の特

徴で、そういったネットワークを強化していくことによって、社会を変えていく、

より良いものにしていく、そういった特徴があると思います。 

また一方で、NGOの方々のお仕事を拝見すると、やはり JICAと違って草の根

のアプローチや、ボトムアップによる社会変換や、脆弱な人たちに対する直接的な

支援、あるいは先端的な課題に対する取り組みと政策提言、アドボカシー、いろい

ろな特色があると思いますので、そういったものがうまく組み合わされて、協働し

ながら大きな力になっていけばいいと、今日の話を聞いて思った次第です。 

今後も NGOの皆さまとの連携を通じて、国際協力、多文化共生、あるいはその

担い手の人材育成裾野拡大等、われわれとしても力を入れて取り組みたいと思い

ます。 

簡単ですが、以上をもちまして閉会のあいさつとさせていただきます。本日は本

当にありがとうございました。 

八 木： ありがとうございました。皆さん、今日はどうもありがとうございました。これ

にて、今日の協議会は終わりたいと思います。ありがとうございました。 

酒 本： ありがとうございました。 

 


